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グ レ ー ト ヒ ェ ン を ど う と ら え る か

ペ ー タ ー ・ヘ ラ ー

星 野 純 子 訳

私 はこれか ら挑 発的な試 みをしよ うとしているので,あ の自明の ことをことこまか

に くり返す ことは出来 ないのだ けど,な ん といって もグレー トヒェンを純粋な ドィッ

の少女た ちの真髄であ ると見 な していたあ る世代 に属 してい るし,又,こ の ドラマの

人物 にこれ まであ きるほ どくり返 されて きた伝統的な理解はた とえ彼女 をステレオタ

イプへ と硬 直させ るのに大 きく貢献 した とはい って も,や は り私 もあの自明のこ とを

疑聞の余地のない こととして承諾 してい るのである.私 が言 ってい るのは この人物の

優雅な純真 さ,無 邪気な官能性,シ ュタイガーの言 を借 りれば 「筆舌に尽 しがたいや

さしさ」i)の ことであ り,あ きらか に豊かな母性愛を もつ よ うに定 め られ て い た 存

在2)が 破壊 されて しま うとい う悲 劇,官 能的な情熱 これ は西欧の ミンネの伝統 の

申では勿論,長 い聞,似 而信心的に詩 的に美化 された,い わ ば背徳的な礼讃 を享受 し

て きた ものであったが の結果,彼 女 の本質が逆に人殺 しへ と転倒 して しま うこと

で ある.そ して何 といって も最後には ヒルデガル ト ・エ ムメルはこれ を確かな筆

致 で描いてみせて くれ た.a)あ の情熱的な罪 に迷 いこんだ女が もつれ をときほ ぐ

して浄化 し,自 分の罪 と本質 をはっき りと自己告 白し,そ れに よりつ いに,変 容 した

超感性的な立場にたって悔 い改 めた女 として,新 たに獲得 した天国へ の志願者のため
ウナ コポ エニテン テイ ウム

に聖 母の もとで仲 介 の労 を とる こ とが 出 来 るよ うにな る こ とで あ る.こ うい うこ とに

な ん の矛 盾 もな く共 鳴 して しま う私 の 気 持 は,例 えば モ ダ ンな 考 え方 をす る女 子 学 生

た ちに よ く うけ あ って や る こ とだ が ・我 々 は いつ も歴 史 的 に もの を考 え る こ と,だ か

ら,過 去 の 時 代 の 理想 型 を も理 解 す る こ とを学 ん で きた の だ と考 え る こ とで ・ な る ほ

ど少 しは 楽 に な るか も しれな い ・ 教養 あ る ドイ ツ人 は フ ァ ウス トの タ イ プよ りは む し

ろ,ワ ー グ ナ ー と メ フ ィス トテ レ スの あ い の 子 を演 じて い るの で グレ ー トヒ ェ ンた ち

は 「もはや ほ しが られ な い」,そ れ 故 に 死 に絶 えた と・ ニ ー チ ェはす で に1870年 代 に

確 認 して い るの で あ る・の もっ と もそれ で もよ くあ るよ うに ・ グ レー トヒ∴ ン とい う
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理 想はまだ しばら くの間続 くのだが.そ れに して も,あ の陳腐な型 にはま った グレー

トヒェンのような タイプの女の子 にせいぜいの ところ観念的 イデォロギー として照準

をあわせ ているにす ぎない ドイツの男性 に,何 故にまた こんなにあとにな って立 ち向

った りす るのだ ろ う.あ の アンナ ・ハレーによれば.5)① 自 分の妻 を年を とる と 「か

あ さん」 と呼び,青 年時代には 「子供」 で呼 びか けるよ うな,(「 なん とい って も子供

は子供 だ し,遊 びは遊 びなんですか らね」 とメフ ィス トも言 ってい る.〔2737〕)権威 を

ふ りか ぎす くせ に,女 房の尻に しかれ ている,あ の ドイツの亭主 ど もに反抗 した りす

るのだろ うか.あ るいは,あ の規格化 された グレー トヒェンという理想型 とうま く結

びつけた り,と もか くも簡単にまぜ あわせ ることので きる 「二重基 準」②に自分たち
ダヴル ス タングー ド

自身がまだい くらか関与 してい るので,結 局の ところ 自分 たちには異議 を申 し立 てた

りす る気はないのだとみな思 ってい るのだろ うか.(何 しろ誘惑 され た 「善 良 な少

女」が思い煩っているのに ファウス トはプロッケ ン山で若 い魔女た ちとうさ晴 らしを

しよ うとしてい るの もなん ら偶然ではないのだ.こ れをすべ ての とがは悪魔 にあ るの

だ とい う風に安 易な指摘 をす ることでか たづ けて しま うことはで きない.)

いや,私 はあ る人物 の限 りない女性 らしさはまだ 自明の こととして感嘆せずにはい

られない し,否 定 して しま うつ もりはないのだ.こ うい う,よ ろこんで愛 に身 を堵 し

た り,根 本的に受動的 で耐 え忍 び,我 が 身をか え りみずに献 身で きる情熱の神格化で

ある女性 は,な るほ ど,攻 撃的でいわば 自分 たちの男 らしさに固執 して いる解放的な

意識の レスビアンに とっては憤激のま とになるか もしれないが,(も し彼女た ちにと

って も魅力があ るのでなければの話だが)私 の時代には,ま だおそ らくは理想型の地

位 を占めていたのだ.私 はただ,そ の他の,こ こで話題にな る規範 とい う意味 で低級

と見 なされてい る諸局面 を指摘 したい と思 うのである.こ の面はな るほ ど,全 く誤解

され て きたとい うわ けではないし,ま してや効 力が なか ったわけで もないだろ うが,

陽 の ささない裏面 として ま さにそ うす ることが,芸 術 において も生活 において も

非 常に有効 なのか もしれないのだが ほ とん ど話 にのぼ らず,し ば しば道学者 ぶっ

た俗物的 な意図か ら,特 にゲルマニス トの先生方は沈 黙す るか,観 念的で大 げ さな こ

とばを使 うこ とで,程 度の差 はあれ,輝 か しい霧でおおいか くして しまっていた もの

であ る.

先に述べ たよ うな 「低級な こと」 に も通 じてい る 「研究」が その際,ど んなふ るま

い をしたかは注 目すべ きである.進 んでそん なことをす るほ どばかだ った とい うわけ
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で はない・む しろ,め くらのふ りを して いた ところで も,や は り 低 め られた りあ

るいは高め られ た りした 女性 とか,官 能性 とかについての二元論 的な とらえ方や

男性の幻想に手 を貸 していたのであ り,ま た こうい うとらえ方は確 かに,フ ァウス ト

に とって も,そ して これか ら詳 しく述べ るよ うに,ゲ ーテに とって も無縁で はないの

である.あ の,人 のよい,ク ノ ・フ ィッシャーは 『初稿 フ ァウス ト」 には 「とてつ も

な く」へ どの出そ うな 「自然主義 的な」言いまわ しが ある とい って,さ わ いでい るの.

「私の ひざは,ま あ,あ の人の方へ お しよせ てい く.」後 にはこれは和 らげ られて 「私

の胸 」 と変 えられた.そ して さらに,「 ああ,あ の人 をしっか りと抱 いて,思 う存分

に 口づ けしたい,た とえそのために私 の身は消 えて しまお うとも」 とい ううたか ら ト

ゥル ンツは,彼 はフ ァウス トのこ とば は 「男 らしく,ぐ い とひ きよせ,は りさけん

ばか りのあ らあ らしい情熱」である と認 めなが ら,グ レー トヒェンのこ とばについて

は 「あたか も民謡のよ うであ り_女 らしく,ま ろやかで,深 い情に満 ちている」 と言

っている.一 ・次の よ うに,宗 教 につ いての対話へ の橋わた しを ひき出 したのだ った.

「グレー トヒェンのモ ノローグの最後 は,愛 における忘我だ った.こ こでは人間は,

ただ,『 私』 とそして 『あなた』 とい う最高 の宗教的審級の前に立 っているので ある.

それ故 にま さに この時に 前 の場での準備の後に,次 の場での出来事の前 に一 宗

教の問題が出て くるのである.」7)グレー トヒェンを苦 しめ るエ ロチイ ックな不安,あ

ふれ出 し,我 を忘れ させ る性的な欲望の ことを 「準備」 とい うことば そして後の

場面で並べ られ る性交渉を目ざす 「出来事」 とい うことば が理解 で きる,註 釈の

注意深い読者 に対 してはな るほ ど黙って いるのではないけれ ど,手 品でか くして しま

うのである。 そ して,こ れ は勿論,工 ロテ ィックな もの をいわば敬慶主義の宗教

的熱狂にまで,実 際,世 界の神 聖化にまで高め,揮 発 させ,天 上化する というゲーテ

自身の傾向,た しかに全 く世俗的 とい うので もない し,真 に神聖だ とい うので もない

欠点 を持 っている,あ の ゲーテの傾向に依存 してい るので ある.

今述べ たよ うに,ゲ ーテに依存 しなが ら,ま たゲーテ以上 に,ト ゥル ンツは,ワ ル

プル ギスの夜の場面の エ ロチ シズムをま さに,象 徴 的に非現実的に取 り扱 うことを考

慮 して,(彼 は ファウス トの エ ロチ シズムとさえ言 ってい るs)のだ けど)ゲ ーテが,

エ ロチシズムにお いて 「控 え目な態度」を持 ってい ることを認 めたのだった.そ して

そ うい うとき,恐 ら く トゥル ンツは,「 ドレスデ ンのお尻 マ ッツ」 とか,「 けつだ し

野 郎」 とか,「 お尻坊や」 「穴 王」 「豚のチ ンポコペーター」な どなど,い くらC・も
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あげ られるが,9)こ うい う一連の名前の登場す る 『ハ ンス ヴルス トの婚礼』 の若 きゲ

ー テや,あ るいは,グ レー トヒェンに思い こがれて 自慰にふ けるファウス ト(3290-

3296)に 言及した個処の ことを考 えるよ りは,「 今 日,私 は ひどい夢 を見 た!そ こに

は裂 けた木が あった!そ れには恐 しい穴があ り!大 きいけれ ど も私 の 気 に 入 った」

とか,な かで も特 に,年 よ りの魔女の答 えた,「 正 しい栓の御用意 をな さいませ!も

しその大 きな穴が おいやでなけれ ば」10)③な どの美 的な詩句 のこ とを考 えてい るので

ある.

ともか くも,近 年 を代表 する トゥル ンツの ファウス ト注釈 は,人 物 をなに ものに も

縛 られない一(た だ もう詩的 な)一 魂の こもった ものへ と無害化 し,和 らげ るの

を助長 した とい うことにおいて ぬきんでてい るとい う印象 を うける.例 えば杜松の木

の メール ヒェンか らとったグレー トヒェンの うたにつ いて,ト ゥル ンッは 「以前に も

うたったよ うに牢獄で もうた う」 グレー トヒェンにふれるまえに,い ずれにせよゲー

テによって先取 りはされてい るが,全 く,後 の ロマ ン主義者の メール ヒェン受容に と

ってのみ重要 なこ とをい くつか話すすべ を心 得ているので ある.「 彼女は,メ ール ヒ

占ンに出て くる,殺 されて骨が一・羽のおそろ しい鳥 にかわ った子供の うた をうた う.

ここでは体験 したこと,子 供 らしい こと,魔 術 的な もの,童 話めいた ものが何 とま ざ

りあってい るこ とだろ う.分 別の あるいかな る文 も,狂 気 が つかんだ 形 象 とひび き

との これほ ど純粋な象徴 性にまでは届 き得ないだろ う.」tl)し か し,こ の説明か ら歌

の意味がい くらかで も明 らかになるだ ろうか.「 わ た しの母 さん 浮かれ女 で/わ た

しを殺 して しまったの/わ たしの父 さん 悪者 で/わ たしを食べて しまったの/わ た

しの小 さな妹 は/お 骨を拾って くれま した/お 墓 は冷 たい土の申/け れ どもわた しは

美 しい森 の小鳥にな りま した/そ してあ ちらへ とんで い く!」(4412-4420).だ が し

か し,注 釈者た ちには多分,な ぜ グレー トヒェンが この うた をうた うのか,自 分 の罪

をは っきりと認識す る少 し前 に,完 全に 自覚 している とはい えない けどきび しく白分

に判決を下 しつっ,同 時 に,た だほか の人が,「 みんなが」(4488以 下参照)彼 女 の

ことを うわ さしてい るだけなのだ と,な かば自分に説 きふせ ようとしなが らグレー ト

ヒェンが この うた をうた った理 由はわか っていたのだ.12)つ ま り,グ レー トヒェンは

殺 したわが子と自分を一 体化 し,そ の子の名において自分の子殺 しの罪 を,i3)そ して

殺 された兄の名 において娼婦 であることの罪 を責 めるので ある.

ところでまた,性 の,そ して性の悲劇の領域に属す るモチーフだ けが切 りお とされ

一38一



てい るので はな くて,ま さに社会 的な文脈,つ ま り同時に物質 的情況の モチーフ も切

りお とされ ている.悪 魔が構想の中で女た ちに向って こう言ったの は理由のない こと

ではな い.「 おま えたちには二つの ものがある/み ごとな輝 きを もった/光 る責金/

そしてすて きな しっぽ」助 そして,黄 金やお金 とい っしょに,偏 狭な社会環境のモチ

ーフ,き ゅうくつな身分意 識の モチーフが,お さえつ け,お しつぶす ものす ごい力 と

して,示 され るのであ る.す なわ ち,こ れは庶民社会のや さしくつつま しい生活の陰

の面 である.

民族,人 種,階 級,身 分 などの境界領域 では,他 者が近 くにいて,混 合 と階級低下

の危険が大 きいために,自 己意識や身分意 識は往 々に して先鋭 にな る.こ れに反 し,

距離の大 きい ところでは,寛 容であ ること,あ るいは 自分が寛容だ と見なす ことは容

易であ る.グ レー トヒ⊥ンはあ らゆる点 で厳密に きっ ちりと閉 じられた きちょうめん

な小市民的身分意識 を持 ってい る.そ の道徳性には,ま さにあるち ょっとした魅力が

そなわ って いて,い わばた えず 自分 で自分 のあ り様,行 動,ふ るまい を定義 づけ,限

定 し,正 当化 しな ければな らない と信 じている.し か もそれ は下に向 って,つ ま り,

まと もで財産 もあ り,定 住 している市民の意識ではま さに身分 にふ さわ しくない と思

われ る人たち(無 産者,下 僕,女 申,奉 公人,な らず者な ど)に 対 して境界を設 ける

ために下 に向 って なされ ると同様 に,上 に向 って もな されるので ある.身 分以上の も

のに見 られ たいとい う,つ ねに魅 力的で はあるが,つ ねに危険な誘惑 を断固 として避

けるために,上 に対 して,つ ま り高 い教養の ある 特に裕福 な 市民 と上流 の身

分,即 ち,少 なか らず畏敬の念 をお こさせ る貴族 に対 して もな され るのであ る.

最初か らこのラヴ ・ス トー リーでは身分 意識が グレー トヒ⊥ンに もフ ァウス トに も

同 じように重要 な役割 をはたしてい る.フ ァウス トに あっては明 らか に,い や しい生

まれの女の存在が もつ魅力 に対す る好みが作用 してい るが,こ れは社会的優越性 と懸

隔に よって強め られている.そ して ちょうど逆に,グ レー トヒェンには,フ ァウス ト

が 臼分 よ り社会的に高 い層 に属 してい るとい う印象が,社 会エ ロス的な魅力を もって

いるので ある.グ レー トヒェンは最初のせ りふで,あ か らさまなお世辞 を含んだ貴族

の令嬢 に用い られ る呼びかけを拒絶 している(2905以 下)し,ま た あ とで メ フ ィス

トフーLレスに向 って,自 分 を貴族 の令嬢 とまちが えな い で'くれ と強 く言 って い る

(2605以 下).こ れ はグレー トヒェンに とって上に対 して 自分 を限定す るのが大 事だ と

い うのを意 味す るのではな く,彼 女 は・自分が 自分の属す る身分を こえたい と熱望 し
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た り,あ るいは ごまか してまで 自分が身分のある女だ と見せ たが って いるな どと疑 わ

れ ることのないように して いるのであ る.せ ま くて陰気 な ドイツの田舎町に生 まれ育

ち,(「 まが りくねった小路,と がった破風/せ ま くるしい市場,キ ャベツ,か ぶ ら,

玉ね ぎ」18138以 下参照)お たが いになべの 中までのぞ きこむような近所の人たち,

みだ らでわいせつ で意地悪 く,自 分だ けが正 しいかのように他人の評判を こきおろす

娘 たち(泉 の場面)に か こまれて,グ レー トヒ占ンには,ま きにあの市民 としての評

判が どんなに大事 かが よ くわかっているのであ る,ヴ ァレ ンテ ィンの話や,後 の グレ

ー トヒェンが恥辱に対 して抱 くおそれの ことを考 えると,そ れが ほとん どすべ てなの

だ と考 えた くな るほどで ある.だ か らグレー トヒェンには貴族の令嬢のよ うに呼びか

け られ ることを拒 絶す ることだけが大切 なのではな くて,ま さに善良な市民 とい う評

判の圏外に,あ るいはそれよ り下 にい る もの と混同 され るのが問題なのであ る.15)

復活祭の場面の学生 は手軽な恋の相手 を さが してい るので,市 民の娘には 目も向け

ず,「 土曜 日にほ うきを持 った手が,日 曜 日にはおま えを一番や さし く愛撫 して くれ

るのだ」(844以 下)と 言 う.グ レー トヒェンは,週 日には自分で上手にほ うきを使

い,床 を臼い砂 で浄 める(2706)の だが,す ぐに どうにで もなると思われてい る(3174)

あの行儀の悪い軽薄 な娘た ちとはちが うのだ と,フ ァウス トに向 って断言す るこ とを

大事だ と思ってい るし,そ の上彼女は,非 常に きっち りした母親の経済的事情 につ い

て(3114,3084)母 親か らいいつ け られ る家事をや ることは グレー トヒーLンはそ

れ を上手にやつての け られ るのだ けど 本当はそん なに必要ではないのだ と強調す

るのであ る(3109以 下参照),女 中をや とお うと思 えば,や と え る し,そ ん な に切

りつ める必要 はないんですのよ,と.だ か らこれ らの こ とで は,グ レー トヒムンに

往来で大胆にお嬢 さん と呼びか けたこ との申にあ る社会 エ ロス的卑下 に言及す ること

が 目的であ り,ま た グレー トヒェンが社 会的経 済的身分序列 について説明す ることに

な った きっか けは彼女の手にフ ァウス トがキ スしよ うとした ことなのだか ら 彼女

は出来 るな らそ うはした くないのだけ ど,自 分 でほうきを持たねばな らない娘 たちの

一人なので,自 分の手は きたな くてぎ らざらしている(3082),つ ま り,令 嬢 の手,貴

婦人の手ではないのだ と言 う・ だか らあ とか らみると,フ ァウス トの最初のお世辞,

身分 を高めた呼びか けも適切 に見 えるのである.こ の呼 びかけをなるほどマル ガ レー

テはことわ るが,彼 女が まんざ ら望んでいな くもない身分上昇 を誘惑 的にほのめか し

てい るのである,更 に,最 初 ・この小市民の娘の目に,フ ァウス トが偉 い人で ある と
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映 ったこ とは一 少女に強い印象 を与 える肉体 的外観 とともに この ことに照応 し

てい るので ある.「 あの方 は本 当に堂 々としてい らっしゃるわ/き っといい家柄 の方

なのだわ/あ の秀でた額 を見 る とそれがわか るわ/で なければあん なに思い きった こ

とはな さ らないわ.(2680-2683)」

社会的身分のモチーフには,だ が しか し,贈 り物や装飾品,黄 金や お金の価値 とい

う複合 モチー フがわか ちがた くか らみあ っている.そ れに グレー トヒ山ンに投げつけ

られ る売春婦 とい う非難 もこの面 を狙 ってい る.フ ァウス トが グレー トヒェンを買 っ

たの だとい う人はいないだろ う.し か し装飾品 は単 には じめか らそ こにあったのでは

ない.も しファウス トとグレー トヒェンの関係が進行 してい く申で何 らかの機能 をは

たす こ ともな くただそ こにあるだけだ とした らそん な くだ らない ことはない.そ れに

メフ ィス トが最初 の小 箱について,「 侯爵夫人 も手 に入れれ るよ うな ものが入 って い

ます よ」(初 稿フ ァウス ト587以 下)と い うだ けではな く,小 箱 はマルガレー テの心

にただ ちに高い身分 だ った らな あとい う思いをよびお こすのであ る.(「 りっぱな装

飾品ね,こ んなのをつけれ ば,ど んな身分の高 い貴婦人で も/ど んな晴れ がましいお

祭 りに も出かけ られるわ」〔2792以下 〕).さ らに,こ の装飾品は彼女 の世界 を 支 配 す

るあ らゆる もののほん とうの力 を表わ しているのだ とい う悲 しい認 識を もよびおこす

のである.(「 なん といって もみんなお金 に群が り,お 金に執着す るの ね」〔2802-

2894〕).そ れには若 さも美 しさ もかなわない.少 くとも注E1に 価す ることは,グ レー

トヒェン自身の ことばによる と,あ ま り自由はないけど も悪 くはない境遇 にいるこの

小市民の娘 には,も し自分が金持の令嬢にな りたい というのぞみ を持ってい るのでな

けれ ば,黄 金の力 につなが る,「 ああ貧乏人はつま らないわね」 とい う叫びを発 しな

ければな らない,な に も確かな理由は持 っていない とい うこ とで ある.(そ れにマル

ガ レーテが先 に うた った あの王の側室 を讃美す るうた もそれを証明 してい る.)

くり返 して言 うが,自 分の狭苦 しくとじこめられたよ うな身分 をこえて豪華 で きら

びやかな豊かな生 活へ入 ってゆ きたい と,社 会的物質的.ヒ昇への夢 をいだかせ ること

で誘惑す るとい うモチー フは,得 もい えぬ誠実 さに もかかわ らず この ラヴ ・ス トー リ

_の 上 に,ま た 内部で,や は りその役割 をはた しているのであ る.最 初の宝石箱,一 一

メフ ィス トのこ とば を信 じるな ら,グ レー トヒェンの願いに反 して母親が坊主に渡 し

て しまった小箱 は もうない.二 つ目の小箱,グ レー トヒ ェンはその宝石 を身につけて

外 を歩いた りで きないのが残 念でたま らないのだが(2883以 下),こ の小箱に つ い て
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は,彼 女 も,非 常 な無邪気 さに もかかわ らず,あ る男が彼女に くれたのか もしれな い

とい う疑 いはいだいたか もしれな いのに 買収 に対 して純真に もよろこん で応 じよ

うとしてい ること,つ ま り自分の動機について無知で いて もよい とい うの は無邪気で

うぶな少女た ちの長所 なのだろ うか一 一と もあれ,こ の二つ 目の小箱を,グ レー トヒ

ェンは母親には内緒に して,と りもち女 とい った型 にゲーテが様式 化 したマルテの も

とへ運んで行 くのであ る.し か し今や,宝 石や黄金 はその輝 きと雰囲気で,富 や高貴
ア ウ ラ

さに対 して まや か しの あ い ま い な希 望 を いだ か せ る とい う機 能 をは た した の だ か ら,

そ れか ら先 の こ とは 情熱 の な りゆ くま ま に,官 能 的 で もあ り超 感 性 的 で もあ る求 愛 者

と この少 女 とに た だ 任 せ て お け ば よ い,宝 石 につ い て は も う語 らな くて もよ い と,考

え られ るだ ろ う。 と ころ が ま た もや,人 の よ い ク ノ ・フ ィ ッシ ャー に と って は 腹立 た

しい こ となの だ が,ゲ ー テは この モ チ ー フを し っか りつか ま えて はな さな い の で あ る.

グ レー トヒ ェン は 男 の た め に,母 親 を眠 りこ ませ,身 ご も り,人 々 の うわ さの ま と

に な り,聖 母 像 に花 をそ な えな が らその 前 で 「お 助 け下 さい,ワ リア さ ま,わ た しを

恥 辱 と死 とか ら救 い出 して 下 さい」(3616)と 祈 って い る.と こ ろが フ ァウス トは恋

人 を 飾 って や る新 しい 装 飾 品 の こ とを老 えて い るの だ.(「 贈 り物 を もた ず に,あ れ

の と ころへ 行 くの は つ らい か らな 」).メ フ ィス トが,「 あ な た が た だ で ご馳 走 に な

るよ うな み じめな 目に は決 して させ ませ ん よ」(3671-3677参 照)と 答 えるの は も っ

と もで あ るが.フ ィッシ ヤー は こ う言 って い る.「 はか り知 れ な い ほ どの悲 しみの 中

に い る グ レー トヒ ェンが 贈 り物 や宝 石 を よろ こ び,な ぐ さめ とな るは ず だ とい うの は

繊 細 さの 欠 け た子 供 じみ て ナ ンセ ンスな 計 画 で あ って フ ァウ ス トの 性 格 か ら も グ レー

山 トヒ ンの性 格 か ら も説 明 が つか な い⊥ しか し,こ の 計 画 は た しか に ゲー テ ら しい や

り方 な の で あ る.ゲ ー テは1771年6月 に フ リー デ リケ ・ブ リオ ン との 関係 を解 消 す る

とき,友 人 の ザ ル ツ マ ン を通 じて,シ ュ トラ ス ブル ク に 「ニ ポ ン ドの砂 糖 菓 子」を「彼

の 周 りの 悲 しそ うな顔 を した 人 た ちを 明 る くす るた め に」 贈 らせ た の だ った.le)

グ レー トヒsン の 兄 は彼 女の こと を売 女(Hure)だ と言 う.こ の こ とば は,当 時,
ぱいた

特 に中層,下 層 の市民では,道 徳的に処女性が尊重 され要求 されていたので,単 に少

'女の純潔の喪 失
,生 娘でな くな ること,特 に乱婚を も指す ことので きるは っき りしな

い多義的な概念 である.し か しまた,リ ースヒェンが とが めた,以 前は 「お高 く

とまっていて」 今は妊娠 して捨て られたバルバラの場 合 と比べ て見 るとよい.彼 女は

「男か ら物 を もらうのを恥 しい とも思 わないほど,根 性が くさって いた」(358以 下)
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一この概念 はいつ も
,金 銭で買えること,売 笑,本 来の意味での売春の よ うな もの,

だか ら・今 日,こ の ことばが正 しく通用す る唯一の場 であるあの領域 を も内包 してい

る・ もっとも今 日で も多少誰 とで も恥知 らずにねた りす る少女た ちはその代償 に金 を

もらった り物 を もらった りしな くと も,時 には,売 女のよ うな(verhurt)と い われ

るこ とは あるが.

そ もそ もあの しっか り者で品行方正で無骨者 のヴ ァレンテ ィンはその愛国 的な融通

の きかない頑固 さの申に,片 意 地で独善的で偏狭 な小市民の道徳 システムを確固 とし

て まとめあげてい るのだが,こ の道徳 システムを結局の ところは グレー ト ヒ 山 ン も

た とえ自分 を罪 においや った ものが,す べて 「とて もたの しく」 「とて もうれ し

か った」(3586}と 言 っているにせよ その まま受 け入れて いるのであ る.特 に グ

レー トヒよンはその ほかの ことは何 も知 らな いのだか ら,「 りっぱな ほ こ ら しい 軍

人」(3775)で あるヴ ァレンテ でンの視野の狭 さは,広 い1世界へ出て も,身 分への忠誠

とい う目隠 し皮が 自分に見 ることを許 して くれ た もの しか見 ることの 出来 ない下僕根

性のせいである。 グレー トヒゐンの偏狭 さは,む しろ,伝 統 的な家庭 内での女に対す

る抑圧的な教育が産 み出 した ものであ り,だ か ら特 に少女た ちにおおいかぶ さってい

る,あ のフ ロイ ドが性抑圧 と関連づ けた,思 考力の禁圧 とかかわ りが ある一 これに

対 してメ ビウスは女性の 「生理学的愚鈍 さ」 とい うことを述べて い る.切 ④ そ し

てその典型通 りの表現 としてあ るのが,た とえば グレー トヒ占ンが もう強調 しす ぎる

ほ どに幾度 も自分の無知 と内気 さを確言す るこ とで あ り,(「 まあ,私 はだ ってばか

な憶病 な女 です もの」〔2758〕とカ)「私 なんか あわれな何 も知 らない 子 供 で す もの」

〔3215〕),す ぐれ た男性の知性に対 して驚嘆す ることであ る.(「 まあ,ほ ん と うに

ああい うお方 はなんで もちゃん と,わ か って いらっしゃるん だわ.」〔3211以下〕)

だが グレー トヒェンには,お しゃれ したい という欲望か ら半 ば無意識 半ば意図的

に生 じる思慮 のな さ(贈 り物 を受 けとる時の)と か,欲 望のせいです ぐに信用 して し

ま うこと(唾眠薬 を渡 された際の)とか,無 力 さ 単 なる恥辱よ りはるか に悪い こと,

つ ま り子殺 しが唯一の逃 げ道であ るよ うに思 ってしまうほ どの極度の不安(牢 獄 の場

にお ける殺人の場面の描写 を参照)の ために全 く出 口のない ところに追い こまれた も

の にはそ うい う無気力 さも充分 に推測がつ くだろ うか ら な どは考慮 に入れない と

して も,知 的な偏狭 さ,鈍 感 さ,愚 か さ,部 分的あ るいは一一1時的な精神薄弱 とか た く

結 びつ いた道徳的な隔狭 さ,愚 か さ,鈍 感 さのよ うな もの,だ か ら一種の道徳的な精
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神薄弱があ りは しないだろ うか.こ ん なことを云 うと,そ れ は少女 を子供 のよ うにた

よ りな く無 力な ものへ と教 育 した当時の少女教 育のみならず,あ らゆ ることを忘れ さ

せて しま う情熱の病理学を考慮 に入れて いない とい う反論が あるか もしれ ない.そ れ

で もやは り ついでに雷 うと,ゲ ーテにお ける他 の多 くの女性像,エ グモ ン トの誇

り高 いクレール ヒェン,理 知的な ロッテ,や さしいフ リーデ リケ,『 ゴッ トフ リー ト・

フオ ン ・ベル リヒンゲ ン』の デーモ ンに駆 りたて られ るアーデルハ イ ト,高 貴 な イフ

ィゲーニ ェ,『 タ ッソー』の女性 たち,情 熱の さなか に も明澄な ズライカな どとは対

照的に グレー トヒェンはニーチ ェが ち ょうどあ るアフ ォリスムで扱 ってい るよ う

に非常に軽蔑 に価す るような姿で現われ るのであ る.ニ ーチ ェはそのほか の ところで

も,「 未熟 で,精 神的には とるにた らない卑屈な民衆 の小娘愛好趣味.」18)の こ と を

軽蔑 して語 って いる.引 用:

ファウス トの イデー.小 さなお針娘が誘惑 され,不 幸な目にあわ され る.四 学 部の

すべてに通 じて いるひと りの偉大な学者が その犯人 である.そ れはただ ごとではな

い らしい.そ うだ,全 くその通 り.悪 魔の化身の手助 けな しには そのえ らい学者 も

そんな ことはや りおおせなか ったろ う.と ころでほん とうにこれが,ド イツ人の 間

で言われてい るように,ド イツ最大の 「悲劇的な」思想なのだろ うか.ゲ ーテには

しか し,こ の思想す ら もあま りに もおそろ しい ものであ った.彼 のや さ しい心は こ

の小 さなお針娘,「 一度だ け我を忘 れた善良な魂 」を不本意な死のあ とで聖女 のそ

ばにうつ しか えざるを得なか った.実 際 この偉大 な学者 をさえ,ゲ ーテは決定的

瞬 間に,悪 魔 に一杯 くわせて,ま だ 間にあううちに,こ の 「暗 い衝 動」⑤ を もった

「よ き人 間」 を天上へ運んで い くのであ り,天 上で恋人 たちは再会す るのであ る.

ゲーテはあ るとき,ほ ん とうに悲劇 的な ものに向 うには 自分の性格はあま りに も宥

和的にす ぎたのだ,と 言 っている.19)

ニーチ ェはそれに も拘 らず,な お生涯,フ ァウス トと自分 を同一 視 して い た が,

一一 勿論 それはゲーテの フ ァウス トよ りは もっと大胆 なフ ァウス ト,バ イロン風 もし

くはそれ以上の ファウス トとであ るが ここでは ファウス トもグレー トヒェンと同

様 に容赦 されていない.

我 々は しか し,グ レー トヒ"ン の陰の面 を追求 してい るうちに,最 初 自明であ ると

主 張 して きたこの人物 の正の面の価値を認めることか ら非常 に遠 くはなれて しまった

とい うことを考 えてみたい.こ れは どうすれば うまく,均 衡 が とれ るのだろ うか.そ
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れは明 らかに,光 と影か ら合成 された二重性格 とい う外観 を是認す ること,つ ま り男

の二 重基準 と二律相反性に照応 し,ま た実際,そ れが要求 し,ま た時折組み立 てて き

た・ 「低 い」局面 と 「高い」局面 との共存 をま さにはっき りと是認す ることによって

のみ可能なのであ る.

ファウス ト自身,低 い感覚的な もの と,気 高 い天上的衝迫 との間を揺れ る二つの魂

の葛藤20)に つ いて,ま た同時に,彼 自身の二 重基準 について語 っている.こ れをブ レ

ヒ トは,フ ァウス ト的市民精神 に対す る謁刺の中でさらに こう説明 してい る.「 高 き

もの,低 きもの/粗 野な るもの,愚 直な るもの/二 つなが らに もつべ し.」2上〉ブ レヒ

トは これ を,低 俗で物質的な,し か し,現 実的な搾取 と,高 く,理 想的,空 想的な人 間

性一 これはほん とうは低 い現実 を輝か しい ヴ ェールでおお うのに役立つのだが一

とい う二重性格に対応す る上部構造現象 として,幾 分単 純に,俗 流 マル クス主義 的に

解釈す るために こう説明 したのであ る.「 フ ァウス ト』の中で美的構成原理 として も

機能 し,あ らゆ る分野,あ らゆ る形で姿 を見せ る二元性 と二重基準 を た とえば次

のよ うな一連の ものを考 えてみ るとよい.フ ァウス トにおけ る相反す る=二つの魂 の葛

藤,フ ァウス トー メフ ィス トとい う相反す る ものの二元性,フ ァウス ト・マルガレー

テにメフ ィス ト・マルテを対位法のよ うに配置す るとい う相反 的二元的な場面の とり

あつかい方 社会的な領域か ら(ブ レヒ トの解釈の図式が薦 めている よ うに),ま

た哲学的形而上学 的領域か ら(例 えば両極性の形而上学のよ うに),あ るいは性の二元

性 か ら派生 してい ると考 えるか どうかはおそ らく解釈者の イデオ ロギーにかか ってい

る.い ずれにせよ,フ ァウス トに関係す る女性の イメージの二重的様相は,フ ァウス

トの二元性に照応 してい る.そ してそれは単 にフ ァウス トの内部に も働 き,フ ァウス

トによって精確 に追体験 される二重基準 とい う伝統的 な図式が男女 のエ ロスの葛藤 に

あ っては,次 の よ うな経過をた どるよ うに決めて しまってい るとい うことを意味す る

だ けではない.伝 統的な図式か らい うと誘惑者は,一 「気の きいた若い男 はいっ も

自由 よ」(3571以 下)欲 望のまだ満 たされない段階で は・崇拝 し・ 「天使」 と呼

びか けていた 「永遠の」恋人(3163,3191-3194)を,手1こ 入 れて しまったあとは,も し

自分が ばかだ と思われた くなければ・彼によ り・また客観 的に もはずか しめられた娘

として見捨 てて しまい,悲 惨 と恥辱 とにひきわたす ことになる.(「 あの子が は じめ

て とい うわけ じゃあ りませんよ!」 〔陰欝 な日〕)22)もっとも,彼 がそのために,野 バ

ラのバ ラー ドの中の少年のよ うに,終 生,い たみと良心の呵責 と悔いを感 じるとして
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も.(つ いで に言 ってお くと;フ ァウス トについては,本 当は こうい うこと も主張出

来ないのである.)こ うい うことで はな くて,も っと重要 なのはヨ グレー トヒェンの性

格に も,こ の二重性に照応す る諸特徴が書 きこまれていることであ る.そ れは勿論,

グレー トヒェンが フ ァウス トを見 た り,判 断 した りす る方法 と純粋には切 り離せない.

それは,「 しとやかでつつま しく/そ の くせ どこかつん としている」(2611以 下)と い

う並列のよ うな小 さな緊張にす らささやかで あるが確かめ ることが で きるだ ろ う.先

に非難 した偏 狭 さと愚鈍 さを考 えれ ば もっとは っき りして くる.審 美 的な点 では,グ

レー トヒェンの長所はナ イーブな優美 さで はないだろ うか.そ して この ナイーブな優

美 さ23)を 遂行す るには,フ ァウス トがは じめて グレー トヒーンの部屋に足 を踏み入

れた ときに彼 を魅了 し,い つ も荒 涼 としてやす らぐことな く定住 する ことので きない

我が身 とひきくらべ て称揚 していた,あ の小 さな領域 を純粋 に充実 させ るこ と以外 に

は恐 らく不 可能なの である.そ して,こ の狭 さの もつ倫理的な長所 は,「 め ぐみ深 く,

すべて を分 ち与え る自然の最高の贈 り物であ る謙遜や卑下」(3104以 下)で は な い だ

ろ うか.「 ああ,無 邪気 さや,無 垢 とい うもの はちっと も臼分 自身を,自 分 の神聖 な

価f直を知 らないのです,」24)(3102以 下)。それ らはフ ァウス トが力 をこめて強調 し,ほ

かで も時折,グ レー トビェンの美点 をほめ るときに示 した特徴で ある.そ してそんな

時,た いていはメフ ィス トが 口にす るだけだが,フ ァウス トも決 して知 らないことは

ない 「な まい きな子」(3511)に ついての反対意見をか き消 して しまうような こ と も

お こった りす るのである,彼 女の知的な狭 さ,世 間的 な 知 識 や 思 慮 に欠 け る こ と

(3100以 下),そ して また,メ フ ィス トによると,男 がお とな しく頭 を下 げるか ど うか

が気になるの でフ ァウス トにカテキスムの試験 をしてみ るよ うな,教 会 に対す る保守

的な信仰(3522-3527)な どの長所 としてあ らわれ るのは,本 能的に働 く,善 悪 に対す

る 「女 らしい」直感の確か さであ り,こ れは経験豊かな男性の知帷に勝 るか もしれ な

い.だ か ら彼女はた とえば フ ァウス トの告 臼にだ まされない し,(「 あなたは キ リス

ト信者 じゃないか らよ」〔3468〕),メ フ ィス トテ レスが宿命的に愛の不可能な 存 在 で

あ ることもはっきり知ってい るし,ま た牢 獄の場の最後では,著 者の考 えでは,白 分

とフ ァウス トの立場の本質 につ いて決定的な澗察 を もつ よ うになるのであ る.さ らに

結局は,グ レー トヒ山ンに個有のす ぐれ た愛の能力 も,あ る一 人の 人,ひ とつの もの

へ閻執 し限定す ることと結 びついた誠実 さの実証の中 に現われ るのであ り,「男性的」

知性 と行為衝動が もつ,さ まよい歩 く,攻 撃的な好奇心 とは根本的に一致で きない.
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最 終的に人間の価値を決 定す るのに大 きな役割 をはた し,ま た他人のために,他 人 に

自分 を捧げ るとい う大 きな愛 の能力 には,し か し,無 力 さか ら出て きなが ら,こ れに

匹敵す るほどの女性の優越性が ひそんでい る.そ れは,特 に グレ_ト ヒェンの ように

な るほ ど悪魔の道具 としてあらわれ るけれ ど も同時に ここで一 ここに 限 らな い が

話題 になっている二律相反的な システムの申では,男 を救済 し,上 へ ひきあげ る,

永遠 に女性的な神的な愛の力の具現者 として姿 をあ らわすのであ る.

グレー トヒェン像の二律相反性 ここでは低い ものがすなわ ち高い ものであ ると

で もい うよ うに肯定的な意味あいで用いてい るのだが は ファウス トが特 に好 んだ

あの,グ レー トヒェンの女性 らしい本質を示 すいろんな シンボル,つ ま り,グ レー ト

ヒェンの住 まいの 「牢獄 」の 中に 「幸福」が あ り,「小屋」が天 国にな る(2694 ,2708)

な どの象徴 に もあ らわれ ている.女 はな るほ ど,バ ウボ婆 さん⑥で あ り,魔 女 で あ

り,娼 婦 であ り,妊 んだ牝豚で あ り穴 であるのだが,他 方,あ るいは時には同時に天

国で もあるのだ,フ ァウス トの努力は,牢 獄,ね ずみの穴,狭 さへの反抗であ り,受

け身で無気力 な怠惰 さやほ こ りを くらう地上の蛇に転 落する ことへの反抗であった.

それはまた,地 上的原理へ ひきず りおろそうとす る女性的原理への反抗であ ると同時

に,願 望のかな えられ る瞬間に向って憧憬の念 を抱 きなが ら努力す ることである.こ

の瞬 間は架空の職人的芸術の領域 では,ヘ レーナの牧歌の中で,そ して勿論,も っと

決定的 には未来の共同体 との融合を先取 りす ることの中に,し か し彼岸的ない こい と

して,神 秘的,超 越的には変容 した ゲレー トヒ{ン と天の母 との面前 で到達 された よ

うに見える.

この よ うに,フ ァウス トの宇宙 もまた,女 性的な ものを物質的な低 さと,崇 高な気

高 さとい う梢反す るもの として とらえる評価 と一致 して構想 きれ て い る.神 秘 的 な

「1ヨ:たち」 は永遠の プラ トン的 イデー あらゆ る本質 の原像 とかた く結 びつ けられて

きた.そ の 「母 たち」の領域には,手 にす ると大 きくな り,火 花を出 して,正 しい場

所 をか ぎつけて くれ る鍵 を持って足ぶみをしてい ると到達 で き る.他 方,こ こは,

「魔 女の厨の におい」が し(6229),話 題にな るの は,空 虚 さや無 であ り そ の す

まいへは 「地の底へ もぐってい く」(6220)が よい とメフ ィス トは言 う.形 の な

い もの,ま だ存在せず,も はや存在 しない もの,特 に,ち ょ うど形 を作 った り,形 を

か えた りしつつ あるイメー ジやその形体化な どのぞっ とす るほ どおそろしい領域 であ

る.そ してあ らゆる事物 をは らんだ暗 い胎内である と同様,あ らゆる事物の イデーや
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形 態の,無 形であか るい,い わば抽象的なみな もとで あるこの国に も 母 たちの国

は上の領域 とも下 の領域で あるともみなせ る.(メ フ ィス トは 「沈んでゆ きな さ い,

いや昇 ってゆ きな さい と言 って もよいの だが」〔6275〕と言 っている.)一 女性的な も

のの二重原則が働 いてい るようだ.つ ま り,母(mater)は 暗 く混沌 として形 をな さ

ない低い ものであ る物質(materia)と して も働 くし,ま た理念的な母胎(Matrix)

として精神的な形,観 念,理 想形 として も働 く.こ れにはキ リス ト教の天国ではマ リ

アの領域一 もっともマ リアの領 域はそれ以上の ものだ けど つ ま りアガペーの領

域が相応す る.さ て しか し,多 様 に解釈 できる母た ちはわきへの けてお くとして も,

『ファウス ト』には ドイツ文学に広 く普及 してい る性 の神話の痕跡が見 られ るとい う

のは妥当である.こ れによると能動的な創造精神は男性 的で あるが,カ オ スや空虚 さ

一 「光を生 み出す闇」(350)一 は最 も下 にあるもの,低 い もの として男性的では

ない し,原 像,プ ラ トン的 イデー そして理念的 に完成す ることによ り詩人 に霊感を

与 える形態 も男性的ではない.事 実,ゲ ーテにあっては,ミ ニーズの神,特 に詩人が

詩の ヴェールを手渡 して もら う真実は,理 想的な女性 の姿を とるので ある.25)

ことばに対す る作家や詩人に とっての 彼 らに とってばか りで もないが 決定

的な関係は,い わば性化された,つ ま り,性 的差異 とい う意味で象微 的に解釈 された

ものである とい う洞察は,ゲ ーテ時代にその伝統の基礎 を置いてい る文学において も,

また ファウス ト詩の解釈 に とって も非常 に実 り多い ことは明 らかにな るだろ う.レ ッ

シングは,神 学論争の申で次のよ うに言 ってい る.「 概念は男であ り概念の 感覚的な

イメージは女であ る.そ して ことばは両者が生みだす子供であ る,イ メージや ことば

とは闘いをまじえるのに,ま るでいつ も概念が見 えないかのよ うなふ りをしてい ると

は結構な勇士 だ.」2e)こ こでは,こ の知的戦闘 をお こす ことになった原因がそ う要求

してい るの であるが,概 念の男性的優越性が主張 されて いる.も っともレ ッシング自

身は,作 家 および戯曲家 として 自分を きわだたせてい る遺伝的な欠陥,い わば彼の様

式の原罪 ともい うべ きもの は,感 覚的な イメージによ って誘惑 されやすい とい う性質

の中にあるのだ と強調 してい る.27)反 合理 主義の シュ トル ム ・ウン ト・ドラングにお

いては・そ して勿論・ゲーテにひきい られた文学の世代に も,ま た一般 にゲーテの時

代には,イ メージや・ メタファーが,ま た,感 覚的な形姿が 尊重 され るよ うに な っ

た.そ れは,創 造的 ファンタジイの,実 際,美 の領域,濃 い密 な溶質の申で まぜあわ

され,ま さにそれ によ り色彩豊かで精神的になった光の領城28)⑦ に一致 してお り,ま
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た,た とえ,真 理の女神の手か ら受け とろ うとも,詩 歌 の ヴェールに も相応して いる

ので ある.す でにレッシングは,精 神的な真理はただ,神 の もの と決め られて いるの

だか ら,こ れを所有す るのはあき らめ るべ きで あ り,た とえ誤謬 と結びつ こうとも真

理への努力の方を選択すべ きであると信 じていた.29)し か し,カ ン トも言 ってい

るよ うに 真理 自体 は到達出来 ないものであるな ら,と もか くも理知的な感覚的象

徴的 な形態,色 彩豊か な反射光が,最 高の近似値 を手 に入れ ることにな るだろ う.古

典的一 ロマン主義的 ゲーテ時代の末商であ るホーフマンスタールは,形 態が は じめて,

問題 を解決す るのだ とい ってい る.観 念的な時代 に とってはな るほど,「ただ 偶然 に」

物質的な現実 を 「ただ感覚的に」描写す ることは低俗な ものにとどまるだろ う.一

ちょうどそれはただ感覚的なだけの女性の低俗 さに似てい る.低 い もののふ とこ

ろか ら理念的な ものへ とのぼってい こうとつ とめる,精 力的でダイナ ミックな,ま た

弁証 法的な男性的精神がよ り高い努力であ ると見な され るので ある.し かし,特 に詩

人 に とっては,そ して絶対的な ものの開示をあきらめたあ とでは詩人に とってだ

けで もないのだが まさに我々は生 と世界 をただ反映の中にのみ,真 理 を反射光の

中にのみ,虹 の中にのみ もってい るのだか ら,男 の精神的努力の最高の,そ して まだ

表現可能な また観察可能な 目標 はや は りまた もや,あ の像 の申に,つ ま り,詩 人が精

神化 し,崇 高化し,い わば超感覚的 にな った,し か しそれで もなお感覚 的に把握で き

る女性の像の中にあ らわれ るので ある.そ して同 じよ うに,そ れ を得よ うとつ とめる

努力 は結局やは り比喩の中に,永 遠 に女性的な もの とい う神の楯でま もられて,言 い

あ らわ しがたい ものの形象 のシ ンボルの中に実現 され るのである.一 般 には父な る神,

男性的精神の原 則の方が価値が高い と見な されていて,マ リアと天使の群 も恐 らくは,

とらえ得 るものをの りこえてそ こへ と進んで行 くべ きなのだ.し か し,詩 人が形づ く

ろ うと企てた,言 いあらわ しが たい ものの上 をそれはただよい,本 来的な形態 とはな

らない.そ れに反 して,「 永遠 に女性的な もの」(12110)は,最 高の比 喩として,

つ ま り,低 い ものと高い もの とい う二つの指標 を封印 しなが らやは り又 もや形象 とし

て姿 を現わすのである.こ のよ うに ここで もまた,低 い もの,お ぼろな もの,制 限 さ

れた もの とい う女性的な原 理に対す る二重関係が確認 され る。低い女性的な原理か ら,

男性的で ダイナ ミックで弁 証法的で精神的な ものが派生 して女性的原理 を精神 化し,

止揚 し,(た とえば ノヴァー リスの メール ヒ山ンにおけるよ うに)最 後には もとの女

性的原理へ もどることで,つ くりか えられ た姿であ らわれ たときには最高の もの とし
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て,完 結 させ,ま た この女性的原 理は母の胎の内で融けた り解体 した り,消 失 した り,

あえいだ りしなが ら,よ り高い もの,純 粋な もの,未 知な るものに感謝 しなが らすす

んで我が身を ささげ るほどに自分 自身を使 い尽 して しまうのである.

さて,こ のよ うに,女 性や ことばや世界の連 関を二重構造3。)と して把握 してみ る

と,我 々はあのヴ ァイエ トが提出 した問題,「 性 に特有なテー マは存在す るか」⑧ と

い う質問に答 えを出 して みたい気にな る.と い うの も,人 間には,バ イセクシ ュアル

な精神物理学的な素質が あるとい う指摘はな るほど小 さな相違 を相対化す るのに役立

ちはす るだろ うけれ ど,や は り性 に特有なテーマ とい うのは存在す るし,人 間に とっ

ては これか らもしば らくは存在す るだ ろうと思 われるか らであ る.こ れ はた とえば妊

娠 とい う少なか らず重要 なテーマが教 えてい るように(男 が妊娠す るとい うのは考 え

られないに して も,レ トル トの 中で胎児を育て た り,ホ ムンクルス というのが今後は

考 えられ るのだけれ ど)肉 体的事実に も基 いて いるし,ま た昔 の精神分析がほ とん ど

唯一の解釈図式であ ると理解 していた次のよ うな事実に も基 いている.つ まり入間は

いずれ にせ よ,こ れまで は,性 によって与 え られ,し ば しば教 えこまれた り,強 制 さ

れた りして きた異 な る特性 とい う意味において,性 に より異 った役割 りとい うものを

様式化 して きてお り,そ うい う風 に解釈 された性の二元性(能 動的一受動的,攻 撃的

一防禦的,力 動的一静止的)を 自然や,仕 事の世界,文 化的利害の解釈に も転 用 して

きたので あ り,こ れは両性具有的な人間性が理想だ と考 えるの に明 らかに以前 よりは

適 した時代にな っている我 々の時代にあって も止む ことはないだ ろう.

古 い天の摂理は もはや存在せず,新 しいそれ もまだない とい う 「もは や な い」 と

「まだ ない」 との聞を我 々の ような ものはただ よいゆれ動 いて お り,か えってそれ故

に,古 い考 え方の中をま るで天か ら授か った自明 さの中にい るよ うに動いてい る先行

者の 目にはふれない多 くの こと,と 同時に,古 い考 え方をあ らわに拒絶す ることで,

自分 の心情 を示 そうとしている,急 進的に新 しい関係 を定立 す る人 たちが気がつかな

いよ うな多 くの ことに目を とめることが 可能で あ り,次 の ような ことをは っ きり知 っ

てお くべ きなのだ ろ う.即 ち,こ れか ら先 もまた性 に関 して,生 物的社会的心理的歴

史 的に条件づ けられた解釈 の図式,そ して性に条件づ けられたテーマは出て くるだ ろ

う.そ れ は過去のテーマ と対応 して,ま たた とえば ドイツ文 学が一 二,三 例 をあげ

ると一 聖母 マ リアや騎士 の貴婦人,ま たマ リア ・マグダレーナや ナイ トハル トの百

姓娘,浮 気 でや さしい ウイー ン娘,あ るいはみご とに動物的で人を破滅 させずにはお
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か ず,自 ら も身 を滅 して しま うル ル な どの形 象 化 に お い て,し っか り と保 って きた,

あ の 男 らし さ とか女 らし さ とか い うタ イプ に対 応 して,そ うい うテ ー マは 出て くるだ

ろ う.こ こには さま ざ まな 高 め られ,あ が め られ た もの と,生 命 力 に あ ふれ,低 め ら

れ た もの を並 べ て み たが,我 々 の グレー トヒ ェ ンは この 申 で は多 分,小 市 民 的な,ほ

ぼ 申 間性 を 内包 して い る.も っ と も彼 女 は 崇高 な役 割 か ら性 を強 調 した役 割 まで,同

時 に あ らゆ る段 階 を彼 女 な りの や り方 で 補 完 的 につ つ み こん で い るの だ が,こ の こ と

は つ い で に云 って お く と何 ら不 思 議 な ことで は な い.な ぜ な ら,ま さ に標 準 的典 型 的

な 人 物 は み な結 局,「 女 」 の ほ ぼ,あ らゆ る役 割 を,我 々 の 考 えに よれ ば 現 存す る文

明 圏 の 多様 な文 化 に よ って,ま た ゆ っ く りと しか変 化 しな い 自然 に よ って,我 々 に与

え られ た 役割 を,そ して 男 の 場合 で も同 様 に 「男」 の あ らゆ る役 割 を一 演 じな

けれ ば な らない か らで あ る,
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ドィ ッ人 が,健 康 で善 良 で 無 骨 だが,家 庭 的 で子 供 好 き,し か も知 的 で教 養 が あ

り,弱 者 に 対 して は権 威 をふ るわ な い 父 親 とい った タ イ プで登 場 す る こ とを,分
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析,論 じてい る.

② 特 に性道徳 にお いて,男 によ り多 く性的自由を認め る不分律の ことをい う,こ

こでは もっと広 い範囲で用い られ てい る.

③ この個処は,ワ イマール版,コ ッタ版,ハ ンブルク版な どみな伏字 にな ってい

て,ハ ンブルク版の註で も全然ふれ られていない.し か しゲーテの原稿 には あ り

(ワイマール版異同参照),ア ルテ ミス版では伏字 になっていない.

④ 初期の フロイ トは,女 は生 まれつ き知的能力が劣 る と主張す るメ ビウスに対 し

て,女 の知的未 開発性の原因は女の性愛 に加 えられる社会的禁圧にあ り,こ れが

その他の精神的活動 をも禁圧す るのだ と解釈 した.(『 文明化 された』性道徳),

しか しこの フロイ トの態度はの ちには大 きく後退す る.

⑤ 従来 「暗い衝動」のdunkelは,悪 への うなが し とい うような否 定的意 味あい

で解 されて きたが,ま だ明確に意識 されていないが,真 理 を求 める衝動 と,解 き

れ るべ きことを,ブ ルダハ,デ ュンッァー,ヴ ィーゼな どに依拠 して小栗浩氏が

詳細 に論 じてお られ る(「ゲーテ年鑑15』 「ファウス トの死 と救済」関西ゲー テ協

会1979189頁 以下参照.)

⑥ パ ウボはギ リシ ャの デメーテルの乳母,デ メーテルの姫 プロゼル ピーナが ハデ

スに誘拐 されてか ら狸褻 な物語で デメー テルをなぐさめた とい う.『 ファウス ト」

では,狸 褻な魔女の一人 として ワル プルギスの夜の場面 に登場す る.

⑦ この手紙は若 きゲーテの思索の跡 をた どるの に貴重な資料で,こ の時期 のゲー

テの錬金術 への関心がつづ られてい る.こ こで著者が指摘 しているの は次の一節

で あろう.「 光 は真理ですが,光 の源泉である太陽 は真理では ありません.夜 は

非真理です。そして美 とは何で し ょうか.そ れ は光で も夜 で もないのです.た そ

がれなのです.真 実 と非真実 との所産,中 間物 なのです.」(『若 きゲーテ』第一巻,

ハ ンナ ・フ ィッシ ャー ・ランベルク編,1963271頁 .).

⑧ このアマース ト・シ「ンポジウムでFrederickWyattは,「 性に個有の テーマ

は存在す るか,精 神分析的指摘 とその解釈の問題」 という報告 を行 ったが,時 間

的都合で この論集 には間にあわず,掲 載 されていない.
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